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愛知県名古屋市
●�活動名 ●�関係する学校名

南陽小学校トワイライトルーム 名古屋市立南陽小学校
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・名古屋市の施策として放課後子供教室と放課後児童クラブの一体型として、年間を通じて平日と土曜日に活動している。
・子供たちの居場所づくりとともに、自由遊び、学びの活動、体験活動を通じた異学年交流、世代間交流の場としている。
・地域ボランティアによる運営補助や体験活動実施により、子供たちにさまざまな体験と居場所を提供している。
・平成 12年からトワイライトスクールを実施し、18年度からの試行を経て、25年度からトワイライトルームに移行した。

● 活動の特徴・工夫 
【特徴的な活動内容】
　活動は、地域の人々に支えられながら充実した多様な活動を継続している。例えば、普段、南陽交流プラザで講座を開いている地域
の方々が講師を務める大正琴や子どもヨガ、マジック、囲碁将棋、他団体との連携事業で行うガラスアート、落語、地域協力員の指導
による人形劇、フラダンスなどである。講座の種類は、文化的活動 18講座、運動的活動６講座にのぼる。
　また、中学校ブロックのトワイライトルームが集まって行う「ブロック交流会」では、ドッジボールを通して、他のトワイライトと
の交流を図るとともに、競い合う楽しさも味わっている。「入学おめでとう会」、「ひな祭りお楽しみ会」「ハロウィン仮装遊び」「クリ
スマスお楽しみ会」「敬老会」など、例年、季節に合わせた行事を初年度から継続して行っている。

【実施にあたっての工夫】
　教職経験豊かな教員ＯＢがコーディネーターとなり、教育活動推進員（専門性の高い子ども指導員や地域ボランティア）と協働し運
営している。また、コーディネーターが学校との施設・行事の調整や地域との連携を進めている。
　行事は、計画的・継続的に行い、児童の主体的な活動を生み出すため、「ひな祭り」のおひな様や「敬老会」のプレゼントなどを子
供たちが手作りし、創作活動を行うとともに参加意識を高める等、活動を工夫している。
● 事業を実施しての効果・成果 
　地域の方々が、様々な形で関わることで、子供たちの成長を見守る大人の連携が強固になってきた。また、子供たちは地域の方々と
顔見知りになるとともに地域の大人から大切に思われていることを実感し、希薄になりがちな地域の絆をしっかりと育てることにもつ
ながっている。「地域の子供たちは、地域で育てる」ことを継続的に実践し、子供を核に地域の大人の輪が広がり、地域の活性化の一
助となっている。

地域の皆さんの手作り行事で、子供の笑顔満開
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一体型としての実践を続け、モデル的な活動になっていると感じます。多様なプログラムの展開や他校と
のブロック交流会などもあり、子供たちにとって大きな成長の場となっていることが素晴らしいですね。ポイント

● 連絡先 南陽小学校トワイライトルーム ☎ 052-302-6648

マ
ジ
ッ
ク
の
講
座

落
語
っ
て
お
も
し
ろ
い

こんな
活動です

開始年度 平成 12 年度 学級数 16 学級 生徒数 405 人

放課後児童クラブとの連携
子供の
参加人数

平均人数

一
体
型
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（連携状況）■毎回　　　　□定期的に
□イベントがある時　□活動場所を共有

（共有の活動場所）　

連
携
な
し

44.2 人

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数
実施場所

施設名：小学校
実施場所：小学校施設内1　人 6　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 大学生 学習活動の

有無 有
2　人
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